
【取組内容②】『「インターネット上の動画教材の活用、外部専門家によるオンライン授業の実施」

春日井市立藤山台中学校（愛知県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-５

情報活用能力の育成を目指して設定した「情報の時間」の活用について

本校では、２週間に１度程度、特別な日課を実施し「情

報の時間」を行っている。（資料Ａ）この「情報の時間」
では、情報の活用やネットモラルなど、情報に関する内容
を幅広く生徒と共に学ぶ時間としている。
このような時間を実施するにあたり、教員にも幅広く、

尚且つ正確な知識が求められる。このような取組を行うこ
とで、教員の負担は大きなものとなる。そこで、本校では
YouTube上にあげられている動画（資料Ｂ）などを資料と
して用いて学習を進めている。このようなインターネット
上の動画を活用することで、上記したような教員の大きな
負担を軽減することに繋がった。
さらに、学んだ内容をGIGA端末を用いて、自宅で保護者

とともに視聴することも可能となった。また、生徒と共に
情報活用に関する内容の動画を作成し（資料C）、クラウド
上に動画を掲載している。このような動画教材を通して
「情報の時間」を効果的に実施している。
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